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	応用
	抗原情報
	背景
	コレステロールの恒常性は、少なくとも部分的には、ステロール調節エレメント（SRE）結合タンパク質（例：SREBP1; MIM 184756）および肝臓X受容体（例：LXRA; MIM 602423）によって制御されています。ステロールが枯渇すると、LXRは不活性となり、SREBPは切断されます。その後、LXRはプロモーターSREに結合し、コレステロールの生合成と取り込みに関与する遺伝子を活性化します。ステロール輸送は、小胞またはステロイド産生急性調節タンパク質（STAR; MIM 600617）などの可溶性タンパク質キャリアによって媒介されます。 STARは、STARD4（Soccio et al., 2002 [PubMed 12011452]）を含む、200～210アミノ酸のSTAR関連脂質輸送（START）ドメインを含むタンパク質ファミリーと相同性がある。[OMIM提供、2008年3月]
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	-
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	HEK-293全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗STARD4ウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

